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恒
常
的
な
長
時
間
労
働
で
疲
労
や
ス
ト
レ

ス
が
蓄
積
す
る
と
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
低

下
だ
け
で
な
く
、
健
康
障
害
を
引
き
起
こ
し
、

過
労
死
・
過
労
自
殺
と
い
う
悲
劇
的
な
結
末

さ
え
招
き
か
ね
な
い
。
社
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
失
調
や
、
過
労
死
・
過
労
自
殺
の
若
年

化
が
社
会
問
題
に
な
る
な
か
で
、
企
業
労
使

は
こ
う
し
た
リ
ス
ク
に
ど
う
立
ち
向
か
い
、

ど
の
よ
う
な
予
防
策
を
講
ず
れ
ば
良
い
の
だ

ろ
う
か―

。「
過
労
死
一
一
〇
番
」
の
結

成
二
〇
周
年
を
記
念
し
て
六
月
一
一
日
に
開

催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
取
材
し
、
そ
の

ヒ
ン
ト
を
探
っ
た
。

バ
ブ
ル
経
済
の
ピ
ー
ク
に

始
ま
っ
た
過
労
死
一
一
〇
番

　

本
人
や
家
族
、
遺
族
か
ら
全
国
一
斉
に
電

話
相
談
を
受
け
付
け
る「
過
労
死
一
一
〇
番
」

が
、
一
九
八
八
年
六
月
に
始
ま
っ
て
か
ら
今

年
で
満
二
〇
周
年
を
迎
え
た
。
こ
の
間
、
過

労
死
一
一
〇
番
に
寄
せ
ら
れ
た
相
談
は
、
〇

七
年
一
一
月
ま
で
の
集
計
で
、
実
に
九
〇
〇

〇
件
を
超
え
る
。「
相
談
初
日
、
電
話
の
ベ

ル
が
け
た
た
ま
し
く
鳴
り
続
け
た
。
あ
ま
り

の
反
響
に
驚
か
さ
れ
た
」―

―

。
過
労
死
弁

護
団
全
国
連
絡
会
議
の
川
人
博
・
幹
事
長
は

こ
う
話
し
な
が
ら
、
一
一
〇
番
運
動
の
歩
み

を
振
り
返
っ
た
（
以
下
、
同
氏
発
言
及
び
当

日
配
布
冊
子
に
基
づ
く
）。

　

時
あ
た
か
も
バ
ブ
ル
経
済
の
真
っ
た
だ
中
。

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
働
き
過
ぎ
も
深
刻
化
し
、

過
労
死
一
一
〇
番
が
大
阪
で
初
め
て
実
施
さ

れ
、
全
国
一
斉
相
談
へ
の
移
行
を
機
に
「
過

労
死
弁
護
団
全
国
連
絡
会
議
」
が
結
成
さ
れ

た
。
八
九
年
五
月
に
は
大
阪
、
九
〇
年
三
月

に
は
東
京
で
、
一
一
〇
番
運
動
初
の
労
災
認

定
を
受
け
た
。
九
一
年
に
は
「
全
国
過
労
死

を
考
え
る
家
族
の
会
」
が
発
足
。
過
労
死
は

社
会
的
に
広
く
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

九
二
年
三
月
に
は
、
大
手
商
社
マ
ン
（
三

井
物
産
課
長
・
当
時
四
七
）
で
初
の
過
労
死

労
災
認
定
が
あ
っ
た
。
発
症
直
前
の
一
週
間

だ
け
で
な
く
、
一
年
間
で
一
一
五
日
に
及
ん

だ
海
外
出
張
の
負
担
が
総
合
的
に
判
断
さ
れ
、

急
性
心
不
全
に
よ
る
死
亡
が
過
重
労
働
に
因

る
も
の
と
認
め
ら
れ
た
。
旧
労
働
省
は
九
五

年
二
月
、
脳
・
心
臓
疾
患
（
過
労
死
）
の
認

定
基
準
を
緩
和
し
た
。

　

九
六
年
三
月
に
は
、
電
通
社
員
（
当
時
二

四
）
の
過
労
自
殺
に
対
し
、
使
用
者
に
よ
る

安
全
配
慮
義
務
の
不
履
行（
損
害
賠
償
責
任
）

を
初
め
て
認
め
る
旨
の
地
裁
判
決
が
あ
っ
た

（
そ
の
後
、
損
害
賠
償
の
過
失
相
殺
に
よ
る

減
額
等
を
め
ぐ
り
係
争
。
二
〇
〇
〇
年
三
月
、

最
高
裁
で
原
告
全
面
勝
訴
が
確
定
）。
こ
れ

を
受
け
、
一
一
〇
番
運
動
は
同
年
四
月
、
過

労
自
殺
に
ま
で
相
談
範
囲
を
拡
げ
て
い
く
。

九
九
年
九
月
に
は
、
旧
労
働
省
が
心
理
的
負

荷
に
よ
る
精
神
障
害
（
過
労
自
殺
等
）
の
認

定
基
準
を
緩
和
し
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
七
月
、
自
動
車
運
転
手
（
当

時
五
四
）
が
走
行
中
に
く
も
膜
下
出
血
を
発

症
し
、
労
災
休
業
補
償
の
不
支
給
撤
回
を
争

っ
た
事
案
で
、
慢
性
疲
労
の
ほ
か
諸
要
因
を

考
慮
す
る
最
高
裁
判
決
が
あ
っ
た
。
旧
労
働

省
は
こ
れ
を
機
に
、
過
労
死
認
定
基
準
の
見

直
し
に
着
手
。
翌
年
一
二
月
に
は
、
厚
生
労

働
省
が
脳
・
心
臓
疾
患
の
労
災
認
定
基
準
の

改
正
に
踏
み
切
り
、
以
降
、
過
労
死
の
認
定

件
数
は
急
増
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
〇
二
年
一
月
に
は
、
裁
量
労
働
制

で
初
め
て
、
週
刊
誌
記
者
の
過
労
死
が
労
災

認
定
。
〇
二
年
九
月
に
は
、
研
修
医
の
過
労

死
事
案
で
初
の
労
災
認
定
が
あ
っ
た
。
〇
五

年
三
月
に
は
、
大
手
光
学
機
器
メ
ー
カ
ー
の

工
場
に
勤
務
し
て
い
た
請
負
会
社
社
員
（
当

時
二
三
）
の
過
労
自
殺
に
対
し
、
就
業
先
・

請
負
元
両
企
業
の
安
全
配
慮
義
務
の
不
履
行

に
よ
る
不
法
行
為
責
任
を
初
め
て
認
め
、
損

害
賠
償
の
支
払
い
を
命
じ
る
旨
の
地
裁
判
決

が
あ
っ
た
。
〇
五
年
一
〇
月
に
は
、
労
働
安

全
衛
生
法
が
改
正
さ
れ
、職
場
に
お
け
る
脳
・

心
臓
疾
患
を
予
防
す
る
過
重
労
働
対
策
と
し

て
、
長
時
間
残
業
者
に
対
す
る
医
師
の
面
接

指
導
等
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。

　

〇
七
年
一
月
、
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
の
待
機

時
間
も
労
働
に
含
め
る
労
災
認
定
が
あ
っ
た
。

同
年
三
月
に
は
、小
児
科
医
師（
当
時
四
四
）

の
過
労
自
殺
事
案
で
、
当
直
で
は
充
分
な
睡

眠
が
困
難
だ
っ
た
と
し
て
労
災
を
認
め
る
旨

の
地
裁
判
決
が
あ
っ
た
。
ま
た
同
年
五
月
、

複
数
の
職
場
の
労
働
時
間
を
合
算
す
る
労
災

認
定
が
あ
っ
た
ほ
か
、
一
〇
月
に
は
営
業
マ

ン
（
当
時
三
五
）
の
パ
ワ
ハ
ラ
が
原
因
の
自

殺
事
案
で
初
め
て
、
労
災
を
認
め
る
旨
の
地

裁
判
決
が
あ
っ
た
。
一
一
月
に
は
、
現
役
ト

ヨ
タ
社
員
（
当
時
三
〇
）
の
過
労
死
事
案
で
、

労
災
を
認
め
る
旨
の
地
裁
判
決
（
控
訴
な
く

確
定
）。
今
年
五
月
、
ト
ヨ
タ
自
動
車
が
勤

務
時
間
外
に
行
わ
せ
て
き
た
カ
イ
ゼ
ン
活
動

に
、
全
額
残
業
代
を
支
払
う
方
針
を
決
め
た

な
ど
と
マ
ス
コ
ミ
で
報
じ
ら
れ
た
。

　

川
人
氏
は
、
社
会
に
絶
え
ず
問
題
提
起
し

続
け
て
き
た
一
一
〇
番
運
動
の
こ
う
し
た
軌

跡
を
回
顧
し
な
が
ら
、「
初
め
は
労
災
認
定
さ

え
非
常
に
困
難
な
中
か
ら
、
一
歩
ず
つ
認
定

基
準
の
拡
大
を
勝
ち
取
っ
て
き
た
、
運
動
の

歴
史
と
年
月
の
重
み
を
改
め
て
感
じ
る
」
な

ど
と
語
っ
た
。

過
重
労
働
の
防
止
に
向
け
た

行
政
施
策
の
推
移

　

過
労
死
等
の
労
災
認
定
が
相
次
ぎ
、
働
き

過
ぎ
が
深
刻
化
す
る
な
か
で
、
行
政
も
こ
の

間
、
手
を
拱
い
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
労
働
時
間
研
究
で
著
名

な
森
岡
孝
二
・
関
西
大
学
経
済
学
部
教
授
の

講
演
の
中
で
、そ
の
推
移
を
振
り
返
っ
た（
以

下
、
同
氏
講
演
及
び
配
布
資
料
な
ど
に
基
づ

く
）。

働
き
過
ぎ
を
防
ぐ
に
は

過
労
死
一
一
〇
番
開
設
二
〇
年
を
節
目
に
考
え
る

過労死

長
時
間
労
働
と
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
の
実
情
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そ
も
そ
も
日
本
人
の
働
き
過
ぎ
を
め
ぐ
っ

て
は
、
欧
米
諸
国
の
貿
易
赤
字
や
失
業
の
原

因
に
な
っ
て
い
る
と
の
「
外
圧
」
を
引
き
金

に
、
時
短
機
運
が
高
ま
っ
て
い
っ
た
。
政
府

は
い
わ
ゆ
る
「
前
川
レ
ポ
ー
ト
」（
八
六
年
）、

「
構
造
調
整
指
針
」（
新
・
前
川
レ
ポ
ー
ト
、

八
七
年
）
等
を
策
定
。
こ
れ
を
追
い
風
に
八

七
年
、
週
四
〇
時
間
制
へ
の
移
行
（
完
全
週

休
二
日
制
の
普
及
促
進
）
ほ
か
、
変
形
労
働

時
間
制
の
拡
大
、
裁
量
労
働
制
の
導
入―

―

等
を
盛
り
込
む
、
改
正
労
働
基
準
法
が
成
立

し
た
。
経
済
運
営
五
カ
年
計
画
（
八
八
年
）

に
は
、「
九
二
年
度
中
に
年
間
一
八
〇
〇
時
間

を
実
現
」
す
る
と
の
明
確
な
数
値
目
標
が
掲

げ
ら
れ
た
。

　

こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
、
と
り
わ
け
労
働

基
準
行
政
は
時
短
に
一
つ
の
照
準
を
合
わ
せ
、

九
一
年
に
は
「
所
定
外
労
働
削
減
要
綱
」（
一

部
改
正
）
を
策
定
。
所
定
労
働
が
週
四
〇
時

間
に
移
行
す
る
な
か
、
短
縮
分
が
時
間
外
労

働
や
休
日
労
働
に
置
き
換
わ
る
の
を
防
ぐ
た

め
、
①
年
一
〇
％
ず
つ
時
間
外
労
働
を
短
縮

す
る
②
サ
ー
ビ
ス
残
業
は
な
く
す―

―

な
ど

を
柱
に
取
り
組
ん
で
い
っ
た
。
し
か
し
な
が

ら
、「
九
〇
年
代
は
む
し
ろ
フ
レ
ー
ズ
や
熱
気

が
先
行
し
、
実
効
性
に
は
乏
し
か
っ
た
」（
森

岡
氏
）。

　

そ
の
後
、
九
二
年
に
は
生
活
大
国
五
カ
年

計
画
で
年
間
一
八
〇
〇
時
間
目
標
が
再
掲
さ

れ
、「
労
働
時
間
の
短
縮
の
促
進
に
関
す
る
臨

時
措
置
法
」（
時
短
促
進
法
、
こ
れ
に
よ
り
労

働
時
間
短
縮
推
進
計
画
を
策
定
）
が
成
立
。

二
度
に
わ
た
る
労
基
法
改
正
を
通
じ
、
九
三

年
に
は
一
年
単
位
の
変
形
労
働
時
間
制
が
導

入
（
九
四
年
施
行
）、
九
八
年
に
は
企
画
業

務
型
裁
量
労
働
制
が
導
入
（
二
〇
〇
〇
年
施

行
、
〇
三
年
改
正
で
緩
和
）―

―

さ
れ
る
な

ど
し
た
。

　

こ
う
し
た
な
か
、
時
短
に
照
準
を
当
て
た

労
働
基
準
行
政
は
再
び
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の

長
期
不
況
で
深
刻
化
し
た
過
重
労
働
の
防
止

と
い
う
側
面
を
加
え
て
動
き
出
す
。
〇
一
年

に
は
、
労
働
時
間
管
理
の
使
用
者
責
任
を
改

め
て
明
文
化
し
た
「
労
働
時
間
の
適
正
な
把

握
の
た
め
に
使
用
者
が
講
ず
べ
き
措
置
に
関

す
る
基
準
」
を
策
定
。
翌
年
に
は
、
脳
・
心

臓
疾
患
に
関
す
る
労
災
認
定
基
準
の
改
正
を

受
け
た
、
使
用
者
が
講
ず
る
べ
き
措
置
等
を

含
む
「
過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
防
止
の

た
め
の
総
合
対
策
」（
旧
総
合
対
策
）
を
発
出

し
た
。

　

さ
ら
に
〇
三
年
に
は
、「
賃
金
不
払
残
業
総

合
対
策
要
綱
」
と
「
賃
金
不
払
残
業
の
解
消

を
図
る
た
め
に
講
ず
べ
き
措
置
等
に
関
す
る

指
針
」
を
策
定
。「
賃
金
不
払
残
業
重
点
監

督
月
間
」
を
設
け
る
な
ど
、
集
中
的
な
取
り

組
み
が
展
開
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
東
京
電

力
（
六
九
億
円
）、
中
部
電
力
（
六
五
億
円
）、

ス
タ
ッ
フ
サ
ー
ビ
ス
（
五
三
億
円
）、
武
富

士
（
三
五
億
円
）、
日
本
郵
政
公
社
（
三
二

億
円
）、
ビ
ッ
グ
カ
メ
ラ
（
三
〇
億
円
）―

―

な
ど
大
型
摘
発
が
相
次
ぎ
、
社
会
に
大
き

な
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
。「
氷
山
の
一
角

だ
ろ
う
が
、
〇
三
年
四
月
〜
〇
七
年
三
月
ま

で
の
四
年
間
に
、
企
業
総
数
五
八
二
四
社
、

対
象
労
働
者
総
数
七
一
万
四
二
八
三
人
、
時

間
外
手
当
の
遡
及
払
い
総
額
九
二
四
億
九
七

六
五
万
円
に
及
ぶ
、
是
正
を
行
っ
た
取
り
組

み
の
効
果
は
小
さ
く
な
い
」（
森
岡
氏
）。

　

こ
の
間
、
平
均
総
実
労
働
時
間
は
、
八
八

年
当
時
の
二
一
一
一
時
間
か
ら
、
〇
三
年
に

は
一
八
四
六
時
間
ま
で
減
少
し
た
。
だ
が
、

「
総
実
労
働
時
間
の
大
幅
な
減
少
は
、
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
非
正
規
の
増
加
に
依
る

と
こ
ろ
が
大
き
く
、
む
し
ろ
働
き
盛
り
世
代

で
四
人
に
一
人
が
週
六
〇
時
間
以
上
働
く
よ

う
な
状
況
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
」（
森
岡
氏
）。

　

そ
の
後
〇
五
年
に
は
、
労
働
安
全
衛
生
法

等
の
改
正
（
〇
六
年
施
行
）
を
踏
ま
え
て
、

新
た
に
「
過
重
労
働
に
よ
る
健
康
障
害
防
止

の
た
め
の
総
合
対
策
」（
新
総
合
対
策
）
が
策

定
さ
れ
た
。
こ
の
中
で
は
、
①
時
間
外
・
休

日
労
働
時
間
の
削
減
②
年
次
有
給
休
暇
の
取

得
促
進
③
労
働
時
間
等
の
設
定
改
善
④
労
働

者
の
健
康
管
理
に
係
る
措
置
（
健
康
診
断
、

面
接
指
導
の
実
施
等
、
過
重
労
働
に
よ
る
業

務
上
疾
病
を
発
生
さ
せ
た
場
合
の
対
応
等
）

の
徹
底―

―

を
柱
に
、
労
働
者
が
疲
労
を
回

復
で
き
な
い
よ
う
な
長
時
間
労
働
を
排
除
し
、

労
働
者
の
健
康
管
理
を
適
切
に
行
う
よ
う
、

使
用
者
に
求
め
た
。
ま
た
同
年
、
時
短
促
進

法
（
廃
止
）
に
代
わ
り
、「
労
働
時
間
等
設
定

改
善
法
」（
時
限
立
法
か
ら
恒
久
法
へ
）
と
、

こ
れ
を
受
け
使
用
者
が
講
ず
べ
き
「
労
働
時

間
等
設
定
改
善
指
針
」
が
設
け
ら
れ
た
。
平

均
総
実
労
働
時
間
（
〇
五
年
）
が
一
八
二
九

時
間
ま
で
減
少
し
、
労
働
時
間
短
縮
推
進
計

画
の
一
八
〇
〇
時
間
目
標
を
お
お
む
ね
達
成

す
る
一
方
で
、
進
む
働
き
方
の
二
極
化
を
解

消
し
、
多
様
化
に
対
応
し
た
労
使
の
自
主
的

な
取
り
組
み
を
促
そ
う
と
す
る
も
の
だ
。

「
米
国
型
市
場
主
義
の
追
求
や
グ
ロ
ー
バ

リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
、
情
報
通
信
技
術
の

進
展
、
顧
客
至
上
主
義
の
高
度
な
消
費
社
会
、

株
主
・
株
価
重
視
の
経
営―

―

と
い
っ
た
さ

ま
ざ
ま
な
環
境
変
化
の
な
か
、
働
き
過
ぎ
に

拍
車
が
か
か
っ
て
い
る
よ
う
だ
。
持
続
可
能

な
社
会
へ
の
転
換
に
向
け
、
注
意
深
く
観
察

し
、
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

（
森
岡
氏
）。

長時間労働等をめぐるこの間の主な行政施策

1987

労働基準法改正（法定労働時間週40時間（当時週48時間）を展望し、
週46時間からスタート、変形労働時間制の拡大等、88年施行）
26年ぶりに「脳血管疾患及び虚血性心疾患等に関する認定基準」
を改正（「過重負荷」の原因列挙、過重負荷を認める期間を、これま
での発病（死亡）直前もしくは前日の業務に起因から、1週間以内
に発病（死亡）に関連ある過重業務が続いていたに拡大等）

1988 経済運営5カ年計画で年間1800時間労働を目標に設定

1991 所定外労働削減要綱（①時間外労働は当面3年程度の間、毎年10％
ずつ短縮する②サービス残業をなくす③休日労働はやめる等）

1992
生活大国5カ年計画等で年間1800時間労働を再掲

92年度までに年間1800時間労働の目標達成困難で、新たに労働時
間の短縮の促進に関する臨時措置法（時限立法）を制定

1993

労働基準法改正（①法定労働時間（週44時間）を94年4月から40時
間に短縮②一定の業種・規模に対する猶予措置は97年3月末まで
延長し、40～44時間の範囲内で命令で定める③時間外・休日労働
の割増賃金率（25％）を25～50％の範囲内で命令で定める④一年
単位の変形労働時間制を導入－－等、94年施行）

1994 経済企画庁レポート「働きすぎと健康障害」（個人的見解として、
過労死の労災認定基準緩和を求める等）

1995
脳・心臓疾患の労災認定基準の一部改正（発症前1週間以前の業務
も総合的判断要因に加える、過重業務の有無の判断の際の対象者
を、一般的な同僚から当該労働者と同程度の年齢、経験等を有す
る同僚へ等）

1996 安全衛生法改正（健診結果を通知、事後措置の義務化等）

労災補償法改正（労基署で過労死を労災と認められなかった場合
の訴訟手続きまでの期間短縮等）

1997 労働基準法改正（女子保護規定（残業規制）を撤廃等、99年施行）

1998 労働基準法改正（新たに企画業務型裁量労働制の導入等、2000年
施行）

1999

旧・労働省が精神障害等の労災認定基準を緩和（発病前およそ6カ
月間に、仕事が原因の強いストレスが認められ、かつ仕事以外の
強い原因がない場合に労災として認める、自殺についても仕事が
原因の精神障害等、正常な認識や選択ができない状態、自殺を思
いとどまる精神的抑制が阻害された状態下の場合は労災と認め
る等）

2000
中央労働基準審議会「労働時間短縮対策について」（時短促進法の
延長等）

「事業場における労働者の心の健康づくりのための指針」

2001

厚生労働省「労働時間の適正な把握のために使用者が講ずべき措
置に関する基準」（労働時間管理の使用者責任を改めて明文化。全
労働者について始業・終業時刻の確認・記録、方法は現認かタイム
カード、ＩＣカード等客観的な媒体の使用を求める等）

所定外労働削減要綱を改訂（休日労働ガイドライン）

脳・心臓疾患（過労死）の労災認定基準を改正（発症前1カ月ないし
6カ月間にわたり、ひと月に45時間を超える時間外労働が認めら
れる場合、発症前1カ月間に100時間を超えるか発症前2カ月ない
し6カ月間にわたりひと月80時間を超える場合、また、勤務の①不
規則性②拘束性③出張の頻度④交替制における深夜の頻度⑤作
業環境（温度、騒音、時差）⑥精神的（心理的）緊張を総合的判断等）

テキスト「職場における自殺の予防と対応」

2002

うつ病社員のための「復帰プログラム」作成

「過重労働による健康障害防止のための総合対策」（旧総合対策）
（事業者は①時間外労働を月45時間以下とするよう努める②月45
時間超の時間外労働をさせた場合は、当該労働者の作業環境、労
働時間、深夜業の回数・時間数、過去の健康診断結果等の情報を産
業医等に提供し、助言指導を受ける③月100時間超の時間外労働
または2カ月間ないし6カ月間のひと月平均で80時間超の時間外
労働をさせた場合は、②の情報提供に加え当該労働者に産業医等
の面接による保健指導を受けさせ、必要に応じ健康診断、事後措
置を行う－－よう求める等）

2003

賃金不払残業総合対策要綱、賃金不払残業の解消を図るために講
ずべき措置などに関する指針、賃金不払残業重点監督月間

労働基準法改正（企画業務型裁量労働制の対象事業場の拡大等）

過重労働が原因のうつ病や心的外傷後ストレス障害（ＰＴＳＤ）
等で労災認定されたケースについて、その後遺症に対する障害認
定基準を新設

第10次労災防止計画で、メンタルヘルス対策の強化

2004 「労働者の疲労蓄積度チェックリスト」

2005 労働安全衛生法改正（長時間残業者の面接指導等）

2006

時短促進法の廃止、労働時間等設定改善法（恒久法）の制定へ

「労働者の心の健康の保持増進のための指針」

自殺対策基本法の施行

2007 労働政策審議会「今後の労働時間制度のあり方について」
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仕
事
の
量
・
質
の
変
化
に
伴
う
長
時
間
労

働
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
希
薄
化
な
ど

と
歩
調
を
合
わ
せ
る
よ
う
に
、
心
の
病
を
抱

え
る
従
業
員
が
増
え
て
い
る
。
企
業
も
対
策

を
整
え
つ
つ
あ
る
も
の
の
、
職
場
で
の
き
め

細
か
な
支
援
が
求
め
ら
れ
る
問
題
だ
け
に
、

対
応
に
苦
慮
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。

企
業
は
こ
の
課
題
に
ど
う
向
き
合
っ
て
い
る

の
か
。
各
種
調
査
か
ら
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
の
現
状
を
み
る
と
と
も
に
、
復
職
支
援
な

ど
に
取
り
組
む
企
業
事
例
を
紹
介
す
る
。

増
え
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者

ま
ず
、
職
場
に
お
け
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

の
実
態
を
、
直
近
の
調
査
デ
ー
タ
か
ら
み
る
。

労
務
行
政
研
究
所
が
今
年
一
〜
三
月
、
全
国

の
上
場
企
業
な
ど
四
一
六
八
社
を
対
象
に
実

施
し
、
二
五
〇
社
か
ら
の
回
答
を
ま
と
め
た

企
業
調
査
に
よ
る
と
、
最
近
三
年
間
で
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
が
「
増
加
し
て
い
る
」

と
し
た
企
業
は
五
五
・
二
％
と
過
半
数
に
上

っ
た
。
増
加
し
て
い
る
企
業
に
、
増
加
が
目

立
つ
年
代
（
複
数
回
答
）
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、

三
〇
代
（
五
一
・
九
％
）
と
二
〇
代
（
四
一
・

二
％
）
が
多
か
っ
た
。

ま
た
、
愛
知
県
経
営
者
協
会
が
昨
夏
、
会

員
企
業
一
〇
〇
四
社
を
対
象
に
行
っ
た
実
態

調
査
（
一
六
七
社
が
回
答
）
で
も
、
三
分
の

一
強
の
企
業
で
三
年
前
に
比
べ
て
、
心
の
病

を
抱
え
る
従
業
員
が
増
え
て
い
る
。
と
く
に
、

従
業
員
規
模
一
〇
〇
〇
人
以
上
の
企
業
で
は
、

六
四
・
九
％
が
「
増
加
し
て
い
る
」
と
し
た
。

二
つ
の
調
査
か
ら
は
、
他
に
も
①
企
業
規

模
三
〇
〇
人
未
満
の
中
小
企
業
で
、
最
近
三

年
間
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
（
心
の
病
）

に
あ
る
者
の
増
加
が
目
立
つ
②
現
在
、
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
（
心
の
病
）
で
欠
勤
・
休

職
し
て
い
る
社
員
を
抱
え
る
企
業
が
約
六
割

に
達
し
て
い
る―

―

な
ど
の
共
通
点
が
見
ら

れ
る
。

避
け
て
通
れ
な
い
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策

調
査
か
ら
は
企
業
に
と
っ
て
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
対
策
が
避
け
て
通
れ
な
い
経
営
課
題
に

な
っ
て
い
る
こ
と
も
読
み
取
れ
る
。
労
務
行

政
研
究
所
の
調
査
で
は
「
何
ら
か
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
実
施
す
る
」企
業
は
七
九
・

二
％
と
約
八
割
を
占
め
た
。
企
業
規
模
が
大

き
い
ほ
ど
実
施
率
が
高
く
、
ど
の
規
模
で
も

前
回
調
査
よ
り
実
施
率
が
高
ま
っ
て
い
る
。

具
体
的
な
実
施
施
策
（
複
数
回
答
）
は
、「
電

話
や
メ
ー
ル
に
よ
る
相
談
窓
口
の
設
置
」
が

も
っ
と
も
多
く
五
六
・
〇
％
。
以
下
、「
心
の

健
康
対
策
を
目
的
と
す
る
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ

(

相
談
制
度)

」（
五
二
・
四
％
）、「
管
理
職
に

対
す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
教
育
」（
四
三
・
六

％
）、
な
ど
が
続
く
。
愛
知
県
経
営
者
協
会

調
査
で
も
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
実
施

し
て
い
る
企
業
は
前
回
調
査
よ
り
も
一
一
・

六
ポ
イ
ン
ト
多
い
六
八
・
三
％
。
や
は
り
、

全
規
模
で
前
回
調
査
よ
り
実
施
率
は
高
い
。

か
た
や
、
東
京
労
働
局
が
昨
年
七
月
、
従

業
員
三
〇
〇
人
以
上
の
都
内
の
企
業
を
対
象

に
実
施
し
た
「
従
業
員
の
健
康
管
理
等
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」（
一
三
六
七
社
か
ら
の
回

答
を
集
約
）
を
み
て
も
、
従
業
員
の
心
身
の

健
康
確
保
の
た
め
に
重
視
し
、
実
際
に
対
応

し
て
い
る
こ
と
と
し
て
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

対
策
の
充
実
」
を
あ
げ
た
企
業
が
四
八
・
四

％
（
〇
四
年
度
の
前
回
調
査
で
は
三
七
・
四

％
）、「
労
働
時
間
等
の
心
身
の
過
重
負
荷
要

因
の
改
善
」
も
三
六
・
九
％
（
同
二
七
・
八

％
）
な
ど
の
対
策
を
講
じ
る
企
業
が
増
え
て

い
た
。

背
景
に
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が

心
の
病
の
原
因
に
つ
い
て
み
る
と
、
前
述

の
愛
知
県
経
営
者
協
会
調
査
で
は
「
仕
事
へ

の
適
性
」
が
も
っ
と
も
高
く
、
次
い
で
「
職

場
で
の
人
間
関
係
」
や
「
上
司
と
の
人
間
関

係
」
な
ど
が
並
ぶ
。
一
方
、
心
の
病
に
つ
な

が
る
ス
ト
レ
ス
の
増
加
要
因
は
、「
仕
事
の
難

易
度
、
責
任
度
の
増
大
」、「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
希
薄
化
」、「
仕
事
の
量
、
ノ
ル
マ

の
増
大
」
が
多
か
っ
た
。

労
働
組
合
系
の
シ
ン
ク
タ
ン
ク
で
あ
る
労

働
調
査
協
議
会
が
、
五
〜
一
〇
年
後
に
労
働

組
合
の
活
動
を
中
心
的
に
担
う
こ
と
が
期
待

さ
れ
る
三
九
歳
以
下
の
役
員
に
対
し
、
五
年

前
と
比
較
し
た
職
場
や
会
社
の
状
況
変
化

（
複
数
選
択
）
を
聴
い
て
い
る
が
、
そ
こ
で

は
「
ス
ト
レ
ス
で
健
康
を
害
す
る
人
が
増
え

た
」
が
五
五
・
四
％
で
最
多
だ
っ
た
。
ほ
か

に
、「
成
果
・
業
績
重
視
の
傾
向
が
強
ま
っ

た
」（
四
九
・
七
％
）、
や
「
仕
事
量
が
特
定

の
人
に
偏
る
傾
向
が
強
い
」（
四
六
・
二
％
）、

「
長
時
間
労
働
の
人
が
増
え
た
」（
四
〇
・
五

％
）
を
指
摘
す
る
声
も
多
い
。

ち
な
み
に
、
先
の
東
京
労
働
局
調
査
で
は
、

過
重
労
働
が
精
神
疾
患
を
発
症
さ
せ
る
懸
念

が
あ
る
と
回
答
し
た
企
業
は
五
三
・
三
％
。

脳
・
心
臓
疾
患
を
発
症
さ
せ
る
懸
念
が
あ
る

と
の
回
答
も
五
〇
・
二
％
で
、
と
も
に
前
回

か
ら
大
幅
に
増
え
て
い
た
。
し
か
し
、
長
時

間
労
働
者
に
対
す
る
医
師
の
面
接
指
導
に
つ

い
て
「
何
の
制
度
も
設
け
て
い
な
い
」
企
業

も
約
三
割
に
上
る
な
ど
、
対
策
面
で
課
題
を

残
す
企
業
が
少
な
く
な
い
こ
と
も
う
か
が
え

る
。復

職
対
策
に
悩
む
企
業
の
姿
も

調
査
か
ら
は
、
休
業
者
を
い
か
に
う
ま
く

復
職
さ
せ
ら
れ
る
か
に
悩
む
企
業
の
姿
も
浮

き
彫
り
に
な
っ
て
い
る
。
先
述
の
労
務
行
政

研
究
所
調
査
で
、
過
去
に
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

不
調
で
休
職
し
た
社
員
が
い
る
企
業
に
対
し

て
、
休
職
し
た
社
員
が
職
場
に
完
全
復
帰
し

た
割
合
を
聴
い
た
質
問
で
は
、「
半
分
程
度
」

復
帰
し
た
と
す
る
企
業
が
一
番
で
（
二
二
・

30
〜
40
代
で
メ
ン
タ
ル
不
全
が
増
加

復
職
支
援
に
取
り
組
む
企
業
事
例

メンタルヘルス

区分
全　企　業

製造業 非製造業
規模計 1,000人以上 300～999人 300人未満

合計 226社　100.0 79社　100.0 74社　100.0 73社　100.0 108社　100.0 118社　100.0

過去にメンタルヘルス不調
で休職した社員がいる

84.5 100.0 91.9 60.3 85.2 83.9

過去にメンタルヘルス不調
で休職した社員はいない

15.5 8.1 39.7 14.8 16.1

完全に職場復帰した割合、「過去にメンタルヘルス不調で休職した社員がいる」＝100

小計 191社　100.0 79社　100.0 68社　100.0 44社　100.0 92社　100.0 99社　100.0

全員 7.3 1.3 5.9 20.5 9.8 5.1

ほとんど（９割以上） 20.4 24.1 22.1 11.4 20.7 20.2

７～８割程度 21.5 32.9 19.1 4.5 23.9 19.2

半分程度 22.5 25.3 22.1 18.2 23.9 21.2

２～３割程度 13.6 11.4 20.6 6.8 12.0 15.2

１割台以下 6.3 5.1 7.4 6.8 2.2 10.1

全員復職できなかった 8.4 2.9 31.8 7.6 9.1

［注］ 過去にメンタルヘルス不調で休職した社員のうち、完全復帰した割合（再発者は除く）を、上記の選択
肢から選んで答えていただいた。

資料出所：「企業におけるメンタルヘルスの実態と対策」（労務行政研究所）

表　過去にメンタルヘルス不調で休職した社員のうち、完全復帰した割合（％）



特集―働き方の改革「元年」

Business Labor Trend 2008.8

25

五
％
）、
次
に
、「
七
〜
八
割
」（
二
一
・
五
％
）

が
多
い
。
企
業
規
模
が
小
さ
い
ほ
ど
復
職
率

は
低
く
な
り
、
三
〇
〇
人
未
満
の
企
業
の
約

三
一
・
八
％
が「
全
員
復
職
で
き
な
か
っ
た
」

と
答
え
た
（
表
）。

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
の
職
場
復
帰
に

関
し
て
は
、愛
知
産
業
保
険
セ
ン
タ
ー
が「
困

難
事
例
へ
の
対
応
に
関
す
る
研
究
」
で
、
休

職
や
復
職
を
何
度
も
繰
り
返
し
た
り
、
職
場

で
対
応
に
苦
慮
し
た
事
例
を
ま
と
め
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
る
と
、
職
場
復
帰
が
「
難
し
か
っ

た
」
あ
る
い
は
「
い
ま
く
い
か
な
か
っ
た
」

経
験
の
あ
る
事
業
場
は
全
体
の
五
八
・
三
％

に
達
す
る
。
そ
れ
ら
の
事
業
場
に
、
①
職
場

環
境
②
上
司
③
本
人
④
家
族
⑤
関
連
部
門
の

連
携―

―

の
五
要
因
に
つ
い
て
問
題
の
有
無

を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
問
題
と
考
え
ら
れ
た
の

は
、「
事
業
場
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
取
り

組
み
」「
事
業
場
の
仕
事
の
過
重
性
」「
事
業
場

が
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
疾
患
の
人
を
抱
え
る
余

裕
が
な
い
」
な
ど
の
職
場
環
境
要
因
の
ほ
か
、

休
職
者
本
人
の
「
協
調
性
」「
責
任
感
」「
社
会

常
識
」「
病
識
」
に
問
題
が
あ
る
と
感
じ
る
ケ

ー
ス
が
多
か
っ
た
。「
産
業
保
健
ス
タ
ッ
フ

と
主
治
医
と
の
連
携
」
に
関
し
て
も
問
題
と

感
じ
て
い
る
回
答
が
多
い
。

繰
り
返
し
休
業
者
の
抑
制
に
焦
点

こ
う
し
た
な
か
、
五
月
末
に
都
内
で
開
か

れ
た
「
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
・
ジ
ャ
パ
ン

二
〇
〇
八
会
議
」（
主
催
：
同
会
議
実
行
委
員

会
）
で
は
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
の
先
駆
的
な

取
り
組
み
を
展
開
す
る
企
業
の
担
当
者
な
ど

が
、
復
職
者
へ
の
対
応
を
中
心
に
具
体
事
例

を
報
告
し
た
。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
モ
バ
イ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
ズ
で
は
、
上
司
・
部
下
・
同
僚
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足
や
仕
事
量
の
増

加
な
ど
の
環
境
変
化
と
、
若
年
層
を
中
心
と

す
る
適
応
能
力
・
対
人
能
力
の
低
下
や
独
身

者
の
高
齢
化
な
ど
の
労
働
者
の
変
化
が
相
ま

っ
て
、
二
〇
〜
三
〇
代
前
半
の
ス
キ
ル
チ
ェ

ン
ジ
や
転
職
を
考
え
る
人
と
、
三
〇
代
後
半

〜
四
〇
代
を
中
心
と
す
る
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス

不
全
者
が
増
え
て
い
る
と
い
う
。

こ
の
た
め
同
社
で
は
、
全
社
員
階
層
別
教

育
の
実
施
や
、
労
使
と
産
業
医
の
三
者
構
成

に
よ
る
対
策
委
員
会
の
設
置
な
ど
の
予
防
・

管
理
体
制
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、「
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
不
調
者
が
休
職
に
至
る
前
に
連
続

年
休
の
繰
り
返
し
な
ど
を
繰
り
返
す
傾
向
が

あ
る
点
に
着
目
。
休
職
に
な
る
前
触
れ
を
早

め
に
察
知
し
て
、
繰
り
返
し
休
業
者
を
抑
制

す
る
」
復
職
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

具
体
的
に
は
、
メ
ン
タ
ル
疾
患
の
病
名
で

診
断
書
が
提
出
さ
れ
、
短
期
間
の
休
業
を
繰

り
返
す
社
員
が
職
場
復
帰
す
る
際
に
、
人
事

部
門
と
職
場
の
上
司
、
健
康
管
理
ス
タ
ッ
フ
、

主
治
医
で
構
成
す
る
「
復
職
支
援
会
議
」
を

設
置
し
て
い
る
。
こ
こ
を
ベ
ー
ス
に
本
人
の

状
態
な
ど
に
つ
い
て
情
報
交
換
を
進
め
つ
つ
、

産
業
医
が
本
人
と
定
期
的
に
面
談
し
て
フ
ォ

ロ
ー
す
る
形
を
採
っ
て
い
る
。

リ
ス
ナ
ー
マ
イ
ン
ド
の
醸
成
を

東
芝
キ
ヤ
リ
ア
の
報
告
者
は
、「
社
員
が

『
聴
く
』
姿
勢
を
持
つ
こ
と
で
、
信
頼
し
相

談
し
あ
え
る
職
場
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
い

る
」
こ
と
を
紹
介
し
た
。「『
聴
く
』
き
っ
か

け
は
上
司
が
つ
く
る
」
と
し
て
、
メ
ン
タ
ル

ヘ
ル
ス
の
知
識
や
傾
聴
法
な
ど
の
研
修
を
受

け
た
管
理
職
を
ラ
イ
ン
リ
ス
ナ
ー
に
認
定
。

彼
ら
が
職
場
内
で
「
気
配
り
↓
気
づ
き
↓
声

か
け
↓
応
答
」
を
実
践
す
る
こ
と
で
、
社
内

の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
向
上
に
努
め
て
い
る
。

現
在
、
一
三
九
人
の
リ
ス
ナ
ー
が
現
場
で
相

談
活
動
に
従
事
し
て
お
り
、
同
社
の
ス
ト
レ

ス
調
査
で
も
「
上
司
と
ど
の
く
ら
い
気
軽
に

話
が
で
き
ま
す
か
」
と
の
設
問
に
、
過
半
数

が
「
気
軽
に
話
せ
る
」
と
の
回
答
を
寄
せ
て

い
る
。

休
業
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
も
、
六
月
と

一
二
月
時
点
で
三
カ
月
以
上
休
ん
で
い
る
社

員
に
対
し
、
上
司
が
病
状
な
ど
の
ヒ
ア
リ
ン

グ
を
実
施
。
そ
の
内
容
を
産
業
医
宛
に
報
告

し
て
、
療
養
中
の
ケ
ア
を
行
っ
て
い
る
。
休

業
者
本
人
か
ら
の
職
場
復
帰
の
意
思
表
示
と

主
治
医
の
許
可
が
出
た
後
は
、
ま
ず
本
人
と

上
司
、
産
業
医
が
復
職
面
談
を
行
い
、
時
間

制
限
や
作
業
転
換
、
交
代
勤
務
の
可
否
な
ど

に
つ
い
て
話
し
合
い
、「
就
業
制
限
措
置
意
見

書
」
を
作
成
。
復
帰
後
も
定
期
面
談
を
し
て
、

適
応
状
態
・
治
療
状
態
の
確
認
、
職
場
復
帰

支
援
プ
ラ
ン
の
評
価
と
見
直
し
な
ど
の
フ
ォ

ロ
ー
を
行
う
。

復
職
対
応
の
留
意
点
に
言
及

他
方
、
本
田
技
研
工
業
和
光
本
社
の
事
例

は
、
休
職
者
が
復
職
し
た
後
の
対
応
の
留
意

点
に
言
及
し
た
も
の
。「
復
職
は
ウ
ォ
ー
ミ

ン
グ
ア
ッ
プ
期
間
で
あ
り
、
能
力
の
完
全
回

復
で
は
な
い
」
が
、
ど
う
し
て
も
①
張
り
切

り
す
ぎ
る
②
遅
れ
を
取
り
戻
そ
う
と
気
負
っ

て
し
ま
い
、
焦
る
③
少
し
の
ス
ト
レ
ス
で
睡

眠
が
乱
れ
や
す
い―

―

な
ど
の
特
徴
が
見
ら

れ
る
と
い
う
。
こ
の
た
め
「
仕
事
の
与
え
方

や
対
応
な
ど
、
育
成
の
視
点
を
も
っ
て
十
分

に
配
慮
を
し
て
接
し
て
欲
し
い
」
と
訴
え
た
。

Ｈ
Ｏ
Ｙ
Ａ
グ
ロ
ー
バ
ル
本
社
の
産
業
医
は
、

復
職
対
応
上
の
注
意
点
と
し
て
復
職
可
能
の

判
断
と
リ
ハ
ビ
リ
出
社
の
取
り
扱
い
を
あ
げ

た
。
復
職
の
判
断
は
、「
主
治
医
の
（
休
め
て

い
る
こ
と
、
薬
を
内
服
し
て
い
る
こ
と
、
病

態
が
安
定
し
て
い
る
こ
と
な
ど
の
）
基
準
と
、

産
業
医
の
（
一
日
八
時
間
、
週
五
日
働
け
る

と
の
）
基
準
の
二
つ
の
材
料
か
ら
判
断
す
る

こ
と
が
最
良
だ
」と
指
摘
。そ
の
う
え
で
、「
復

職
は
原
則
、
元
の
職
場
を
考
え
る
べ
き
だ
が
、

何
ら
か
の
理
由
で
復
帰
職
場
を
変
え
る
場
合

に
は
、
新
た
な
仕
事
を
覚
え
る
こ
と
と
成
果

を
出
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
の
二
重
の
重
圧
へ

の
配
慮
が
必
要
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
業
務

負
荷
は
段
階
的
に
」
な
ど
と
説
明
し
た
。
リ

ハ
ビ
リ
出
社
に
つ
い
て
も
、「
賃
金
の
支
払
い

や
労
災
の
取
り
扱
い
な
ど
の
身
分
保
障
を
し

っ
か
り
し
て
か
ら
行
う
べ
き
で
あ
り
、
休
職

し
た
ま
ま
勤
務
さ
せ
る
こ
と
は
厳
禁
」
と
話

し
て
い
る
。
な
お
、
ア
イ
エ
ス
エ
フ
ネ
ッ
ト

社
も
復
職
支
援
な
ど
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

た
（
ｐ
12
）。

『
勤
労
意
欲
』
と
『
元
気
』
の

２
つ
が
必
要

同
会
議
で
「
復
職
を
成
功
さ
せ
る
条
件
に

つ
い
て
」
講
演
し
た
日
本
ヴ
ィ
ク
シ
ー
・
コ

ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
金
子
多
香
子
取
締
役
は
、

「
職
場
で
モ
リ
モ
リ
働
い
て
い
た
人
が
休
ん

だ
場
合
と
、
元
気
に
働
い
た
こ
と
の
な
か
っ

た
人
で
は
、
復
職
時
の
業
務
調
整
や
働
き
方
、

職
場
変
更
な
ど
が
変
わ
っ
て
く
る
し
、
例
え

ば
管
理
職
と
新
入
社
員
の
復
帰
で
考
え
る
こ

と
も
違
う
」
な
ど
と
述
べ
、
そ
の
対
応
を
一

括
り
に
は
で
き
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
。

さ
ら
に
、
産
業
医
の
立
場
か
ら
復
職
に
際

し
て
考
慮
す
べ
き
点
に
つ
い
て
、「
仕
事
に
は

『
勤
労
意
欲
』
と
『
元
気
』
の
二
つ
の
要
素

が
必
要
で
、
体
調
が
戻
っ
て
も
意
欲
が
な
い

と
働
け
な
い
。
元
気
に
出
勤
で
き
る
よ
う
に

す
る
に
は
、
病
気
を
治
す
と
と
も
に
勤
労
意

欲
を
高
め
る
と
い
っ
た
二
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ

が
必
要
だ
ろ
う
」
な
ど
と
説
明
し
た
。

（
調
査
・
解
析
部　

新
井
栄
三
、渡
辺
木
綿
子
）


